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来年度に向けた36協定に関わる組合員数の基準日が２月15日でしたが、今回も何とか過半数を維持することができました。ピジョン(株)が委託を受けてから今年で９年が過ぎようとしていますが、委託後に採用された人が68％を超えています。
全医労の歴史と共に進んできたといっても過言ではない院内保育所運動ですが、時代と共に職員も入れ替わり組合としての関わりも難しくなってきています。しかし、賃金・労働条件の改善のためにも多くの仲間が結集することが必要です。

病院内で働く保護者の働き方が厳しくなり、また看護師等の人材確保の面からも24時間保育が進められてきています。保育の必要がある児童に対して保育を提供することは必要なことですが、何もかもが保護者の働き方を中心に回ることがいいとは限りません。保育士等の働き方も考えていかなくてはいけないと思います。

働く親にとって保育所は必要ですが、子育て・親育ちのためにもこの時期が一番大切です。院内保育所が担うべき保育をしっかり伝えていくことも、これからの保育所運動には欠かすことはできないと思っています。

2011年に厚労省から出された『5局長通知』、そして今年出された『6局長通知』の中にも、院内保育所の必要性は大きく示されています。そのためには院内保育所に働く保育士等も働き続けられる職場づくりをしていきましょう。



2013年３月４日


ピジョン株式会社


代表取締役社長　大越　昭夫　殿


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全日本国立医療労働組合


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　岸田　重信


2013年賃金改善等に関する要求書


１．基本給関係について


（1） 契約社員の賃金を月額で３万５千円以上引き上げること。


（2） パート・アルバイトの賃金を時給で200円以上引き上げること。


（3） 勤続年数に応じた賃金表を作成すること。


２．賞与関係について


（1） 年間賞与を４ヵ月以上支給すること。


（2） 寸志の増額及び改善を行うこと。


３．労働条件及び諸手当について


（1） 定年の延長及び再雇用者の処遇改善を図ること。


（2） 退職金制度を新設すること。


（3） リフレッシュ休暇及び手当を新設すること。


（4） 住居手当を新設すること。


（5） 扶養手当の改善を図ること。


（6） 寒冷地手当の改善を図ること。


（7） 夜勤手当の増額を図ること。


（8） 早朝及び延長保育手当を新設すること。


（9） 資格手当の増額を図ること。


（10）園長業務手当の増額を図ること。


（11）駐車料金の負担及び通勤手当の改善を図ること。


（12）被服手当を新設すること。


 以　上








次回「第42回保育所会議」は…


９月７日（土）～８日（日）（於：東京・大塚）で開催予定！


全国保育所三者委員会（会議）（保育所職員・支部組合員・保護者）を開こう！








院内保育所は、病院で働く保護者のためにできました。50年以上の歴史を持つ保育所です。


病院で働き続けたい。でも、今の勤務だと子育てはできない。だから子どもを見てくれる保育所が必要。基本は働いている間は保育が必要。ここを崩してしまってはいけないと思っています。誰もが子育てをできるわけではありません。せっかく子育てができる立場になったのですから、子育てを充分に楽しめる働きかけを保育士さんから伝えていただきたいと思っています。院内保育所はそんな中から作り上げられてきた大切な場所です。











皆さんに協力していただいた「２０１３春闘・要求アンケート」結果がまとまりました。回答総数は４０３枚でした。（昨年は３６２）この結果を元に、３月の団体交渉要求書を提出しました。


今年も「生活がかなり苦しい」「やや苦しい」という声は８割にのぼっています。２０１３年度は委託更新時期とも重なり「雇用不安」の声が多数寄せられました。さらに、低賃金と退職金制度が確立されていない中、将来への不安が切々と語られ「このままでは安心して働き続けることはできない」と訴えが続きます。


全医労は、これからも皆さんと一緒に、団体交渉で切実な要求をぶつけ、改善に向けて全力で運動をすすめていきます。


また、今年も３６協定締結に向けた組合員数調査では、過半数組織の確認ができました。力を合わせて要求を前進させるためにも、引き続き未加入者へのはたらきかけを継続させていきましょう。








　［質問２：賃上げ要求（常勤職員）］では、５万円以上、３万円、２万円の順でした。現状維持との回答はゼロです。全体の平均は32,456円となりました。


　非常勤職員は、時間給で、100円、50円、400円以上の順でした。平均は148円となりました。


　［質問３：不満に感じていること］ベスト３は、賃金が安い（297）、職場や仕事がなくなるのではないか（130）、その他「退職金制度が確立されていないこと」（54）でした。


　［質問４：重点要求］ベスト３は、


基本給の引き上げ（267）、ボーナスの


引き上げ（247）、資格手当の引き上げ


（141）で前回と同様の結果でした。





前回の調査に比べ、［Ａ：年代］は「30代」「50代」、［Ｂ：雇用形態］では「パート」「アルバイト」が増加しています。［Ｃ：世帯収入］は「独身」が減り「共働き」が増えました。［Ｄ：採用時期］は、04年４月以降のピジョン移行後の採用が国時代からの採用を完全に上回り、今回は移行後の採用が68％となりました。［質問１：生活実感］は「かなり苦しい」「やや苦しい」を合わせると全体の８割を占めています。





6月9日（土）～10日（日）第41回保育所会議（於：熱海市）


8日（金）には、地方協代表による機構本部要請（於：東京）を予定しています





普段の生活がギリギリなのに冬の寒冷地手当が少ないので、よけい出費がかさみ苦しくなります。退職金もないので、先のことが不安です。


両親と同居しているので住居に対しては心配ないが、不安定な雇用状態、退職金もないので、この先不安が多い。賃金的に下がったのに、年数だけ言われ、仕事は細かくなりつつあるように思う。


職員の入れ変わりが多くなり、子ども達もその度に不安になる。賃金が安いことが、その理由の１つになっているのではと思う。パートの時給も安いので、募集してもなかなか応募がない。


病棟が二交替制勤務になっているところがあり、母と長時間会えないことで子どもが不安定になっている。お母さんも疲れきった顔をしている。


看護師も保育士も良い労働条件のもとで、良い仕事ができるのだと思う。


契約社員でなく、正規職員で雇用してもらいたい。パート・アルバイトで穴埋めをしないで、必要な人数を社員で雇用してほしい。


保護者様の要求により、365日開園となったが…休日預かり時の保護者の怠慢さを感じることが増えた。連絡無しでお休みする等、預かる予定になっているのに登園せず、保育所側から連絡すると「電話をするのを忘れていた」等…。せめて、年末年始の数日間は、閉園にして保護者たちも休める体制になればと思う。


資格手当があまりにも低すぎます。ボーナスもせめて夏・冬2ヵ月ずつほしい。


夜勤手当の増額。


保育士手当の値上げ。


お給料を上げてほしいです。同年代の保育士、その他職種の人にくらべてもかなり安いです。一人暮らししたいですが、できません。


園舎と周辺の環境を整えてほしい。要求したことがすぐには聞いてもらえない。早めに動いてほしい。


自宅に持ち帰る仕事が多い。


キャリアが無視された手当や体制になっていると思う。


退職金は基本給に含まれているというが、退職金制度としてきちんと確立してほしい。


生活が苦しいから働いているのに給料は安く、ボーナスも安いので、頑張って働く楽しみがなく、日々の生活も苦しく大変。おまけに退職金もなく、老後の不安大。忙しい思いをして、日々の不安を感じなければいけない生活がなさけなく思います。


年々、ピジョンから求められるものが増え、報告に追われています。また、それに見合う賃金にもならず、保育所が疲弊してきている感があります。（企業委託時から考えられたことですが）若い人にこれから保育所を引き継いでもらうためにも、もっと保育に予算とゆとりをと思います。


雇用継続も不安定な中、月の給料も少なく、ボーナスにいたっては、1ヵ月分しかなく、生活をしていく中でかなり厳しい状況にあります。


雑務が多いのと、人員不足のため、勤務時間内に仕事が終わらない。従って調理室も2人体制にしてほしい。病気した時や、急な休みが必要な時などを考えると不安です。雇用継続かどうか、いつも不安。安心して働きたい。勤続年数に比べ、賃金が安いと思う。


直営にもどしてください。


書類の量も多く、結婚や子育てをしながらの仕事はとんでもなく無理。辞めざるを得ない。体調を崩すこともありえると思う。


毎回、委託先がどうなるか心配です。病院の中のいち部署として認めてもらえる…これは夢なのでしょうか。契約社員の給料が安すぎます。


給料・ボーナスの値上げ。


夏休、生休の有給化。


雇用継続の安定化。


契約社員でなく、正規職員で雇用してほしい。パート・アルバイトで穴埋めをしないで、必要な人数を社員で雇用してほしい。


子どもが成長し、学費などにお金がかかるようになり、現在の基本給では余裕がない。これから消費税も上がる中、給与の改善をお願いしたい。資格を持ち、命を預かる仕事でもあります。基本給を上げていただきたいです。
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